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1927年 山崎鉄工所（現：ヤマザキマザック）製 工作機械



歯車の進化と
それを支える工作機械

Gear Technology

　時計用から、発電タービン用まで。大小さまざまな歯車が、動力を伝達
する機械部品として幅広い製品に使用されています。歯車および歯車組立
品の全世界の市場規模は数十兆円に達すると言われており、工業の
発展に伴い今後もさらに拡大していくと予測されています。
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05. アンティキティラ島の機械
天体観測などに使われていたと考えられている 
（提供：アフロ）
ダヴィンチが遺した歯車のスケッチ画
歯車の基本形状の多くが、
ダヴィンチの時代に考案されたといわれる 
（提供：アフロ）

スイスの旧10フラン紙幣
大数学者 オイラーが見つめる先に、
彼が発明したインボリュート歯形が描かれている
日本機械学会が開発したＩＰベベルギヤ
生産性の高さにおいて、世界的に注目を集めている
（出典：動力・運動伝達系国際会議2017論文集）

岐阜大学が開発したＣＦＲＰ製の歯車
ＣＦＲＰの採用により、歯車の軽量化に期待が高まる
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　歯車の歴史は紀元前まで遡るといわれており、現存する世界
最古の歯車の一つと考えられているのが「アンティキティラ島
の機械」と呼ばれる古代ギリシャ時代の機械に組み込まれて
いた歯車です。また、歯車の技術史上、最も偉大な成果を残し
たといわれるのがレオナルド・ダ・ヴィンチであり、彼の研究に
より１５世紀後半に歯車は大きく進化を遂げ、現在使われて
いる歯車形状の基礎が固まったといわれています。１８世紀
後半の産業革命期には、高効率な歯切り盤が相次いで開発さ
れたことで歯車の量産が可能となり、歯車はあらゆる製造業に
おいて幅広く使われるようになりました。その後に続く製造業の
目覚ましい進歩を支えてきた歯車は工業振興のシンボルとされ、
現在では各国の貨幣や国章のデザインにも採用されています。
　今日における代表的な動力伝達機構は、歯車以外にもトル
クコンバータやベルト、チェーン方式などが挙げられますが、

伝達効率や負荷容量、寿命において歯車の優位性が認められ
ています。歯車の研究開発は産官学において積極的に進められ
ており、日本では、２０１６年に生産性を１０倍に高めた新形状
のベベルギヤ「ＩＰ（インボリュート・プレーナー）ベベルギヤ」
が開発され、世界的に大きな注目を集めました。また、ＣＦＲＰ
（炭素繊維強化プラスチック）を用いた歯車の量産研究なども
進められており、今後のさらなる進歩に期待が寄せられてい
ます。
　このように、歯車はものづくりの発展に欠かせない存在と
して、常に時代とともに進化を続けています。
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歯車の役割と種類

回転運動を
平行に伝達

回転運動を
直線運動に変換

異なる回転軸を持つ
歯車の組み合わせによる
回転方向の変換

歯車の組み合わせによる
回転速度の変速

スパーギアとインターナルギアを
組み合わせ、噛み合わさる歯車の
回転比を利用して変速する

さまざまな工業製品に組み込まれる歯車

01. 
02.

03.

代表的な歯車の種類
はす歯の歯すじ形状
はす歯は、歯の長手方向が斜めに傾いている
インボリュート歯形
噛み合う歯の接触点が、ある直線上を常に移動するという
性質を持つ

さまざまな産業で歯車が使われている

Gear Technology

スパーギア（すぐ歯）

ヘリカルギア（はす歯）

ダブルヘリカルギア（はす歯）

ベベルギア（すぐ歯）

ウォームギア（はす歯）

ハイポイドギア（まがり歯）

ラック&ピニオンギア（すぐ歯）

ヘリカルラック&ピニオンギア（はす歯）

プラネタリアギア

　歯車の役割には、回転運動を平行に伝達すること以外にも、
回転運動の直線運動への変換や、異なる回転軸を持つ歯車の
組み合わせによる回転方向の変換、大小異なる歯車の組み
合わせによる回転速度の変速などがあります。そして、これらの
役割を果たすために、スパーギア、ラックギア、ウォームギア、
ベベルギアなど、さままざまな種類の歯車が開発されていま
す。また、それぞれの歯車の歯すじ（歯の長手方向の形状）に
は、垂直のもの（すぐ歯）、斜めのもの（はす歯）、曲がっているも
の（まがり歯）などがあり、これらを考慮して歯車を細かく分類
すると、歯車の種類は十数種類にものぼるといわれています。
　歯車の歯形（歯の断面形状）は、インボリュート歯形とトロコ
イド歯形と呼ばれるものが主流となっており、特にインボ
リュート歯形はスムーズな回転運動が得られ、また、歯切り加工
が容易であるといわれていることから、あらゆる産業に幅広く

使われています。
　歯車の代表的な素材は、炭素鋼（S45C）やステンレス鋼
（SUS303）などですが、これら以外にも、歯車の軽量化のため
のエンジニアリングプラスチック（MC901）の使用や、歯車の
噛み合い時の静粛性を向上させる鉛鋳鉄（FCD）、強度を向上
させる焼入れ鋼なども使用されています。　
　このように、種類や形状、素材など、バリエーションに富んだ
歯車は、世界中の幅広い工業製品の中で使われています。

　歯車が組み込まれている身近な工業製品としては、時計や
カメラなどが挙げられ、幅１ミリにも満たない小さな歯車が、
時計針の回転機構やカメラのズームレンズに使われています。
現在では、マイクロメートルレベルに達する極小歯車の開発
も進んでおり、将来的にマイクロマシンと呼ばれる超小型機械
などの発展に寄与するといわれています。
　一方、鉄道や船舶、建機、製鉄、エネルギーなどいわゆる
重厚長大産業においては、大小さまざまな歯車を組み合わせて
つくるギアボックスが数多く使われています。ギアボックスとは、
動力の回転数を減らしてトルクを得たり、反対に動力の回転数
を増やしたりする動力伝達機構の総称であり、例えば、鉄道
車両における車輪の駆動部分や、風力・火力発電などにおける
タービン発電機に使われています。
　また、近年の航空機産業においては、ギアボックスが内蔵

されたギアード・ターボファン（GTF）と呼ばれるターボファン
エンジンが実用化され、大変大きな注目を集めています。GTF
は、ギアボックスの働きによりタービンとファンの回転数を最
適化し、低燃費や静粛性を達成するエンジンです。既に中小型
旅客機での採用が本格化していますが、将来的にギアボック
スの軽量化などの技術的課題が解決されるにつれ、大型旅客
機への採用も広がっていくといわれています。
　さまざまな工業製品に組み込まれる歯車は、機械技術の
進歩における陰の立役者として、今日の豊かな社会を支えてい
ます。

〈 括弧内は歯すじの種類 〉
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自動車産業と歯車の関わり 複合加工機による歯車加工の進化

従来の
歯車加工の例

複合加工機
による
歯車加工

Gear Technology

ヘリカルギアベベルギア ラック&ピニオンギア

差動装置
（デファレンシャルギア）

内燃機関
（エンジン）

操舵装置
（ステアリング）

1 2 3ベース加工

旋盤 ホブ盤

複合加工機 + ギアアプリケーション

面取り盤 シェービング盤 熱処理機

歯切り加工 面取り加工 4 仕上げ加工 5 熱処理 6 完成

3 完成1 ベース加工 ～ 仕上げ加工

熱処理機

2 熱処理

高精度な汎用型工作機械により実用化が進むスカイビング加工。加工ワーク
毎に理論と実験の両面からのアプローチにより、インターナルギアとスパーギア
の高精度なスカイビング加工を実現。

スムースギアスカイビング

高価なＣＡＤ／ＣＡＭソフトウェアがなくてもプログラムの作成が可能。また、
市販のエンドミルを用いた歯溝加工が可能であるため高価なホブカッタが不要。
少ロットの歯車生産における大幅なリードタイム短縮とコスト削減を実現。

スムースギアミリング

対話型プログラムに対応した加工パス作成機能で、加工プログラム作成時間を
大幅に短縮。ホブシフトおよび工具退避機能で、歯車量産時に重要となる工具の
長寿命化と加工時の安全性を飛躍的に向上。

スムースギアホビング

マザックのギアアプリケーション

プラネタリアギア

変速機
（オートマチック
トランスミッション）

　歯車は世界中のさまざまな産業で使用されていますが、中
でも自動車産業における歯車使用量は非常に多く、世界で生
産されている全歯車の半数以上が自動車産業向けであるとい
われています。トランスミッション（変速機）やデファレンシャル
ギア（差動装置）、ステアリング（操舵装置）などの主要ユニット
内部に、多くの歯車が使用されています。
　近年、自動車メーカー各社において、燃費性能や静粛性の
向上をテーマとした開発競争が繰り広げられており、歯車加工
においても進化が求められています。例えば、トランスミッション
は燃費改善のため大型車を中心として多段化が進めれていま
すが、多段型トランスミッションは組み込まれる歯車の数が多
く、騒音が増大する傾向にあるため、歯車のコストを下げると
同時に加工精度・歯面の滑らかさの向上を実現する必要があ
ります。この歯車の騒音低減については、ガソリン・ディーゼル

エンジン車だけではなく、歯車機構を駆動部に採用している
ハイブリッド自動車や電気自動車においても室内快適性に直結
するため非常に重要視されています。
　また各社は、受注環境の変化に対応する生産方式への変革
も重要なテーマとしており、歯車加工のフレキシブルな生産
ラインの構築を進めています。例えばスパーギアの場合、従来
の歯車加工は、旋盤でのベース加工から始まり、ホブ盤での歯
切り加工、面取り盤での面取り、シェービング盤での仕上げ加工
の後、熱処理を経て完成という工程となります。これら専用機
による生産ラインは、大量生産に強みを発揮する半面、多品種
少量生産には向かないといわれているため、近年では複合加
工機などの汎用機を使用した生産ラインへの転換の動きが
見られています。

　複合加工機を用いた歯車加工では、CＮＣ旋盤とマシニング
センタの両方の機能を有する特長を活かして、従来複数の専
用機で行っていた歯切り加工や仕上げ加工など、熱処理に至
る前までの加工工程を段取り替え無しで一台で完結すること
ができます。従来の製造方法に比べ、多品種少量生産において
は、工程集約による加工時間の短縮や設備機械台数の削減、
加工精度の向上など、生産効率の向上とコストダウンが可能
となります。また、将来的にはハイブリッド複合加工機による金
属積層造形や金属接合などの新しい技術を大径歯車の製造
に適用するなど、複合加工機を用いた歯車加工の可能性はさ
らに広がっていくと考えられます。

　マザックでは、複合加工機の豊富なシリーズラインアップと
長年にわたる加工ノウハウの蓄積を活かした高効率な歯車加
工アプリケーションとして、「スムースギアミリング」「スムース

ギアホビング」「スムースギアスカイビング」の３種類を提案
しています。複合加工機をはじめとしたマザックの工作機械と、
これらアプリケーションを用いることで、歯車のベース加工か
ら仕上げ加工までワンチャッキングで行うことが可能となり、
特に小ロットの歯車や大径歯車における加工生産性を飛躍
的に向上させることができます。今後もギアアプリケーション
の他機種への水平展開や、新たなアプリケーションの開発を
通して、歯車加工のさらなる高効率化を推進していきます。

　大小さまざまな種類の歯車と、それを加工の面から支える
工作機械。互いの進化がものづくりの明日を動かし、あらゆる
産業の発展につながっていきます。これからもマザックは、加工
ニーズに合わせた最適な工作機械とアプリケーションの開発
を進めることで、ものづくりのさらなる進化に貢献していきます。



生産性を引き上げたマザックのFMS
　「一貫して農業の効率化や省力化を追求
し、他社に先がけて数々の農業機械を開発
するという創業者のDNAは現在も脈々と
引き継がれています。高い技術力は展開する
製品の幅を広げるだけでなく、人を育てるの
にも役立ちます」。「技術力の熊本」を目指す
森田秀信社長は、同社の強さの背景をそう
明かします。

　その技術力を機械加工の面で支えている
のが横形マシニングセンタ５台とモジュラ
テックシステムで構成されるマザックのFMS
です。機械7台で構成されていた旧来の生産
ラインを置き換える形で2014年に横形マシ
ニングセンタ3台とモジュラテックシステムを
導入。それに続きFMSのレールと棚を延長、
増設する形で2015年に同型本機2台とシス
テムを順次導入しました。主に駆動部のギア
ボックスなどのケーシングのダイカストや鋳
物の切削加工を担っています。
　「少ない機械台数で同等以上の仕事量を
こなしています。さらに加工時間も25％短縮
しました」。遠　聡雄取締役生産技術部長は
マザックFMSの導入効果に目を見張ります。
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01. コンバインのフラッグシップ機「JAPAN」の総組立ライン
02. マザックのFMS導入で、部品加工時間を25%短縮
03. HCN-6000で加工されたミッションケース
04. 熊本地震による被災から復旧し、生産再開を喜ぶ社員のみなさん

Japan 株式会社 井関熊本製造所
Customer Report 01

Customer Report 01
総合農機専業メーカーとして、農業の近代化に尽力

　田植え、稲刈り、脱穀は稲作に欠かせない作業です。古来、それらは人の手や畜力を用いて
行われてきました。しかし、自然が相手であるため農作業は時に過酷です。そうした苦労を目の
当たりにしていた井関邦三郎氏は「農家を過酷な労働から解放したい」との一念で1926（大正
15）年に井関農機株式会社の前身、井関農具商会を愛媛で創業。その熊本におけるグループ
企業の1つが、コンバインなどを手がける株式会社井関熊本製造所です。

Kumamoto,Japan

株式会社 井関熊本製造所Japan

ik.iseki.co.jp

森田 秀信
熊本県上益城郡益城町安永1400
245名

代表取締役社長
所 在 地
従 業 員 数

：
：
：

高馬力を誇るギアボックス

遠　取締役（前列左から2番目）と社員のみなさん

▶ 同社が生み出した世界初の自脱型コンバイン。
    昨年50周年を迎えた

株式会社 井関熊本製造所

　井関熊本製造所は1949（昭和24）年、
熊本市内の健軍町に井関農機の自動脱穀
機専門工場として設立されました。1966
年、脱穀機専業の強みを生かして世界初の
自脱型コンバインHD50型を開発。自脱型
コンバインは刈取機と自動脱穀機を融合
して1台で行えるようにした農業機械です。
手作業が当たり前であった稲刈りの作業
能率はこの機械の登場で飛躍的に向上しま
した。2014年、公益社団法人発明協会の
「戦後日本のイノベーション100選」に自動
式電気炊飯器、ブラウン管テレビとともに「自
脱型コンバインと田植機」が選定されました。
　同協会は「世界に誇る日本の独創的な
自脱型コンバイン第１号」と同機を賞賛。稲作
に伴う労働時間のうち、10アールあたりの
稲刈り・脱穀時間は1954年の57.20時間
が2010年には3.54時間に激減しました。
創業時に井関氏の掲げた理想が現実に
なったということでしょう。

　同社は1980年に熊本市に隣接した益城
町に現工場を新設し、健軍町から移転しまし
た。2001年には生産工場の分社化により株
式会社井関熊本製造所として発足。2011年
にはコンバインとにんじん収穫機の専門工場
として素材加工から製品出荷までの一貫生
産体制を整えました。

「昨年の熊本地震の時、最初に駆けつけてく
れたのもマザックさんです。迅速な応急措置
のおかげで２週間後には一部再稼働に漕ぎ
着けることができました。『生産再開を最
優先したい』という担当者の心意気に打たれ
ました」。遠　取締役はサポート面でもマ
ザックの素早い対応を評価しています。

「ISEKI Dream Gallery」で業界深耕に一役
　井関熊本製造所は農機具で国内外の
田畑を耕すばかりでなく、グループの総力を
挙げた業界の理解深耕にも力を入れてい
ます。その一環として2014年、敷地内に
「ISEKI Dream Gallery」を開設。県内外
の農業関係者や学生、一般企業の方に農業
機械や農業とともに歩む井関農機グループ
の精神、取り組みなどを紹介しています。館
内ではグループの歴史や主力機種の変遷を
披露。フラッグシップ機の展示やテクノロ
ジーコーナーは、来館者が次代の農業を考
えるきっかけになるはずです。
　創業者のDNAを引き継ぐ「総合農機専業
メーカー」として農業の機械化や近代化に
貢献してきた同社の歴史は、着実に前進して
います。

地域、社員への感謝の思いを語る森田社長
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01. 組み立て中の即席麺プラント
02. CNC旋盤 SLANT TURN NEXUS 500による重切削加工
03. マザック機で加工された麺生地圧延ロール
04. 櫻澤社長（1列目中央）と製造部のみなさん

Japan 株式会社 冨士製作所
Customer Report02

Customer Report02
即席麺プラントで世界の食生活に貢献

　日本の高度経済成長の兆しが見え始めた1950年代、世界の食文化を大きく変える食品が発明
されました。湯を注ぐだけで食べられる「即席麺」です。今日、世界中で消費される即席麺は
年間約977億食（2015年）。その即席麺を製造する製麺設備を手がけているのが株式会社
冨士製作所（群馬県藤岡市、櫻澤誠社長）です。世界シェアは推計50％。マザック機はその即席
麺プラントの製造に深く関わっています。

Gunma,Japan

株式会社 冨士製作所Japan

www.fuji-mfg.jp

櫻澤 誠
群馬県藤岡市篠塚15
96名

代表取締役社長
所 在 地
従 業 員 数

：
：
：

ものづくりに対するこだわりを語る櫻澤社長

最高の仕事のために、新型機を積極的に導入

即席麺プラントのフレームは、マザックの3次元レーザ加工機で高効率に加工

「新しい技術を使えば、良い仕事ができる」
　同社の製品は即席麺業界で高く評価さ
れ、現在、国内30社あまり、海外47カ国の
計数百社で活躍しています。製品の半数は
輸出用で、世界シェアも推計50％と、まさに
独走状態です。
　「ものづくりに対する祖父や父のDNAは
今も引き継がれています。例えば、他社と
同じ造り方に甘んじるのではなく、常に最先
端の機械を採用する。新しい技術を使えば
良い仕事ができるからです」。櫻澤社長は
設備投資における考え方をそう明かします。

　実際、同社工場にはマザックの立形マシ
ニングセンタやCNC旋盤、レーザ加工機
など、それぞれに特長のある８機種が稼動。
ここ数年は毎年のように、新型機を購入する
など「良い仕事をするための新しい技術の
活用」に力を入れています。2016年には
OPTIPLEX 3015 FIBER Ⅱの導入により、
フライヤーで使用するバスケットの桟幅を
0.15ミリで高品位に加工することが可能と
なり、即席麺の生産時間短縮の可能性が見
えてきました。

▶ OPTIPLEX 3015 FIBER Ⅱにより
　フラッシュカットが施された、
　極細のバスケットの開口。
　専用治具を駆使して高品位な加工を行う

株式会社 冨士製作所

　登場以来、瞬く間に広まった即席麺の
人気を受け、当時、即席麺を発売する食品
メーカーが次々と出てきました。即席麺を
製造するには麺を油で揚げる工程が欠かせ
ません。しかし、人手で行うので現場作業は
過酷です。これを機械化して労働環境を改善
できないかと相談されたのが櫻澤社長の
祖父で創業者の志磨雄氏でした。
　もともと工場の自動化機器や配電盤を
製作していた志磨雄氏は持ち前の技術力で
即席麺ライン用コンベヤ式フライヤーを
開発。同製品の開発がきっかけとなり、同社
は即席麺プラント製造・販売の一大メー
カーとなりました。即席麺会社の工場が県内
に多数あることも同社のビジネスを後押し
したようです。

　「祖父は根っからの技術屋。創業以来の
下請け仕事から脱却するために挑んだフラ
イヤー開発で自信をつけ、信頼を得た祖父は
父（現会長）とともに前後の工程にも手を広げ、
ついにはプラントシステム全体に関わるよう
になりました。即席麺には袋麺とカップ麺が
あり、そしてそれぞれにフライ麺・ノンフライ
麺があります。その全種類について、原料の
投入から製麺、カップへの充填まで全工程の
機器を製造しているのは数ある同業メーカー
の中でも当社だけ」と櫻澤社長は
胸を張ります。

　「マザトロールCNCの性能はもちろん、
こちらの要望する機械のカスタマイズにも
親身に応じてもらえる点が何より」と櫻澤
社長は機械の性能と顧客第一の姿勢に
ついて、マザックを高く評価しています。

「仕事は断らず、まずはやってみる」
　省力化、省人化を目指して冨士製作所で
開発された即席麺プラントは業界のさま
ざまな記録を塗り替えています。例えば、これ
まで50～60分かかっていたノンフライ麺の
乾燥時間はわずか5～6分に。機械の長さ
も旧来と比べて半分程度に短縮しました。
「頼まれた仕事は断らずに、まずはやってみ
る」という同社の揺るぎない信念がもたら
した成果です。
　人口の増加や食生活の高水準化、自然
環境の悪化などで世界の食糧事情が危機
的とされる中で、櫻澤社長は発展途上国に
輸出した即席麺プラントが現地の食生活の
支えになっていると考えています。
　「限られた原料を使い、低コストで製麺
できる設備を提供するのも当社の使命」。
自社のシステムが世界中の食生活に貢献
するという点において同社の果たす役割は
ますます大きくなっていくことでしょう。
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01. 多くのマザック機が稼動するAkurdi工場内
02. VARIAXIS iシリーズで高速・高精度加工を実現
03. ダイカストの仕上げ加工を行う横形マシニングセンタHCNシリーズ

India JAYA HIND INDUSTRIES LTD.
Customer Report03

Customer Report03
アルミニウムダイカスト鋳造と切削部品加工で

国内外の自動車産業に存在感

　さまざまな工業製品の製造に欠かせないアルミニウムダイカストの鋳造会社として、
インドでも古い歴史を誇るのが、1947年に創業したJAYA HIND INDUSTRIES LTD.（以下、
JAYA HIND社）です。現在はアルミダイカストの鋳造だけでなく、部品の機械加工や鋳物用
の金型の製造まで幅広く手掛け、国内外の自動車産業に存在感を示しています。

JAYA HIND INDUSTRIES LTD.India

www.jayahind.com

Prasan Firodia（Managing Director)
Mumbai-Pune Road, Akurdi, Pune-411035, India
1200名

社 長
所 在 地
従業員数

：
：
：

将来の設備計画を語るShah副社長

5軸加工機で金型製造の段取り回数を削減

高精度加工で仕上げ面の品質を向上

マザック製の横形MCや５軸加工機が活躍
　JAYA HIND社には数多くのマザック機
が導入されています。金型の試作・製造部門
では最先端５軸加工機を中心に計６台が製
造に携わっています。
　またダイカスト部品の機械加工工場でも
横形マシニングセンタを中心に多くのマザッ
ク機が高速・高精度な加工をしています。
昨年には増産体制を見越してHCN-4000と
HCN-5000が2台ずつ増設され、計21台
が設備されています。
　技術部門を担当する副社長、Rajesh V. 
Shah氏は「５軸加工機のおかげで金型部品
の全加工に必要な段取り回数を減らすこと
ができました。形状精度と仕上げ面の品質
を高められたことも大きな利点」とマザック
機の導入効果を語ります。

「スペアパーツが必要な時にはプネのテクノ
ロジーセンタから素早く供給されるので安
心できるだけでなく、加工に関するアプリ
ケーションサポートも充実しています」と
Shah氏はマザックのアフターサービスを

▶ JAYA HIND社製の高品質な
    シリンダーブロック、シリンダーヘッドの
    サンプル

JAYA HIND INDUSTRIES LTD.

　JAYA HIND社はインド中西部のプネに
本社及び2ヶ所の製造工場を展開。エンジ
ン、トランスミッションなどのアルミダイカス
ト自動車部品の鋳造から機械加工を主力
事業としており、その他にも鋳造用の金型
の製造も行なっています。インド初のアルミ
ニウムダイカスト鋳造会社でありながら、
今日では国内で最も先進的な製造設備を
構築。高圧ダイカスト鋳造、グラビティ鋳造
などの鋳造部門、ダイカスト金型の試作・製造
部門、ダイカスト部品機械加工部門など、
多岐にわたる生産体制を整えています。ダイ
カスト部品の鋳造、加工、組立、検査にいた
るまでを社内で一貫して行うことで、安定
した品質を実現しています。

JAYA HIND社で製造する自動車部品の主
力納入先は同じFIRODIAグループ傘下で
同社敷地に隣接する自動車メーカー、
FORCE MOTORS社です。同社は小型商用
車ではインドの草分け的存在で、現在も商
用車を中心にMUV、SUVなどの大手メー
カーとして顧客のニーズに応えています。

含むサポート体制に満足。「マザック機の
高精度加工で、要求精度に対するバラツキ
が少なくなり、納入先から高い評価をもらっ
ています」。

自動車産業の発展にらんだ積極的な設備
導入
　インドの自動車需要は拡大が続いてい
ます。13億人にものぼる総人口のほか、経済
発展による購買力の向上などを背景に、今後
も安定的な内需の増加が見込まれています。
　また、自動車の生産面においては、インド
自動車工業会が「今後10年で、GDPの12％
を自動車産業で占める」という目標を掲げ、
拡大する内需への対応と、輸出振興に向けた
取組みを加速させています。
　このような状況のもと、JAYA HIND社は
今後４年間でマザック機を含む約30台の
設備導入を計画。大きな伸びが期待される
インドの自動車産業の発展は、同社の発展
にも大きな弾みをつけることでしょう。
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News & Topics　新製品紹介

Mazatec SMS

　製造から販売、アフターフォローまで、国内外にたくさんの関連
拠点を展開するヤマザキマザック。MAZAK PEOPLEは、グループ
各社の第一線で活躍する人々を取り上げます。
　今回登場するのは、中国の生産拠点の一つである寧夏小巨人机
床有限公司で自動化設計を担当している李英傑さん。大学時代に
学んだ機械設計製造の知識が生かせると考え入社しました。

多くの経験を積んで
｢真の技術者｣になりたい

寧夏小巨人机床有限公司　自動化事業部

李 英傑 さん   Ms. Li Yingjie

13 14

―― 小巨人のある銀川市はどのようなところですか？
　近年、銀川市は開発が進みました。街頭が明るくなり、
おしゃれな高層ビルや公園も増えました。公共交通も便利
です。このように生活環境やインフラが整ったことにより、
多くの企業を誘致することができ、就職も増え、銀川市は
大変にぎやかな街になりました。このような銀川市の発展
の背景には、マザックの進出による影響も少なからずあるの
ではと考えています。

　「マザックは、仕事を通じて大きく成長できる舞台を与
えてくれました」と言い切る李さん。自らの将来を見据え、
新しい技術や考え方を学び、スキルを高めることに情熱を
燃やしています。未来の「真の技術者」が大舞台でスポット
ライトを浴びる日も、そんなに遠いことではないでしょう。

機械とロボットが設計どおりに動くか 現場で何度も打ち合わせを繰り返す

2017年新年会の余興を終えての集合写真（前列左端が李さん）
 さまざまな活動を通じて、より強固なチームワークが醸成される

李 英傑 さん
2010年１月入社。技術部に配属され、機械設計を担
当。13年11月工程技術部自動化設計室に移り、自動化
設計を担当。以後、継続して自動化設計に携わる。寧夏
小巨人机床有限公司のある寧夏回族自治区出身。

PROFILE ＞＞

―― マザックに入社して感じたことは？
　入社当初は、マザック機の外観デザインの素晴らしさがとても
印象的でした。しかし、仕事を覚えていくうちに、それだけではない
ことに気づきました。例えば、製品が高品質・高精度であることや洗練
された使いやすいCNC操作画面、統一感のある生産ラインなどです。
世界中の拠点から新製品が次々に販売されることにも驚きました。

―― 現在はどんな仕事に従事していますか？
　主に、お客様の要望に合わせた自動化の機械設計です。中国市場
で取引の多い産業の一つは自動車産業です。特に中国で特徴的な
のは、ターンキーでの注文が多いことです。そのため、機械本体
だけではなく、生産ラインに関わる周辺機器の治具、ロボットも
設計・製造して一緒に納品します。機械とロボットの動きを一体化
させた自動化システムを設計することは大変難しいですが、やり
がいもあります。業務は3人のグループで分担、協力して進めます。
それぞれの年齢が近く、自分の意見を遠慮なく言い合えるので、
担当案件の設計を順調に進めることができます。実際、この3人で
仕事を数多くこなすことで、より効率的に仕事を進められるように
なりました。

―― 仕事を進める上で心がけていることは？
　チームワークです。一人の考えだけでは不十分でも、他のメン
バーの考えを合わせれば良い結果が生まれるからです。昨年は、
横形マシニングセンタとガントリーロボットで構成される自動化
システムの設計をチームで行いました。複数台の機械を連結し、
機械上部にガントリーロボットを設置して、素材と完成品の入れ
替えを自動で行うシステムです。この自動化システムも、機械設計、
制御設計、関連部署とのチームワークがあったからこそできた製品
だと思います。この製品は、国際展示会においても発表され、工場
の自動化を検討しているお客様から好評を得ることができました。

―― 仕事上の今後の目標はなんですか？
　当然ながら設計は基本的にパソコンを使って行います。しかし、
良い仕事をするためにはパソコンの機能任せではなく、デザイン
した形や色彩、実際の感触などに対する豊かな感性の有無が問わ
れると思います。将来はそんな自分の感性と、最先端の技術を駆使
して設計ができる「真の技術者」になりたいと願っています。

　週末は必ず運動をしてリラッ
クスするようにしています。昔
から続けているのはスイミング
です。スタイルを保てるだけで
なく、肌のためにも良いので
一石二鳥。ストレス発散にも
なります。 友達との買い物や
BBQなども効果的な気分
転換法だと思います。

休日の過ごし方

[ smart manufacturing system ]

村田機械との協業により開発したパレタイジング自動化システム
　マザックは、自動倉庫機能を備えたパレタイジング自動化シス
テム「MAZATEC SMS (Smart Manufacturing System)」を
村田機械株式会社との協業により開発しました。マザックのマシ
ニングセンタおよび複合加工機の自動化システムと村田機械の
自動倉庫システムを融合した新しいスマート生産システムです。
　パレットサイズ□400～□1000ｍｍまでのマシニングセンタや
複合加工機に対応した機械加工システムに加えて、汎用パレット
も収納可能な自動倉庫機能も備え、加工管理と入出庫管理を
同期運用します。倉庫棚の全長・全高・各棚サイズの自在設計に

MAZATEC SMS 
構築例

より大容量・高効率収納が可能であり、素材入庫から完成品出庫
までの工場内の物流を効率化することで、さらなる生産性向上を
実現します。さらには、上位基幹システムであるERPやMES（製造
実行システム）との連携でより高度な管理が可能です。エルゴノ
ミクスを考慮し作業性が良く、かつロボットなどによる長時間無
人運転システムにも対応した段取りステーションもオプションで
展開しています。マザックは、今後もお客様の工場のスマートファ
クトリー化を推進していきます。

プログラム、工具

ERP・MRP（基幹システム）

MES（実行系システム）

システム連携が可能

生産計画

■ 2つの制御システムを同期運用
　（ 自動倉庫と加工管理）
■ 上位システムの生産計画に基づき入出庫を実行

上位システムとの連携が可能
部品完成

素材出庫
治具出庫

切削加工

コントローラ
（制御システム）

物流と情報
の同期



平日／10:00～17:30、土日祝／10:00～17:00（入館は閉館の30分前まで）
月曜日〔月曜日が祝日の場合は翌平日休館／7月18日（火）〕
一般1300円（10名様以上1100円）、小・中・高生600円、小学生未満無料
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　ヤマザキマザック美術館は、美術鑑賞を通して豊かな地域
社会の創造、ひいては日本、世界の美と文化に貢献すべく、
名古屋の中心地・東区葵に、2010年4月に開館致しました。
　当館は、創立者で初代館長の山崎照幸（1928 - 2011）が
蒐集した18世紀から20世紀にわたるフランス美術300年の
流れを一望する絵画作品及びアール・ヌーヴォーのガラス
や家具等、ヤマザキマザックのコレクションを所蔵・公開して
おります。
　みなさまのご来館をお待ちしております。

しゅうしゅう

　晴れやかに広がる空のもと、岸辺で魚釣りをする少年や、幼子にまとわりつかれながら少年を見守る
母親、水くみをする女性の姿が見えます。彼らの上方へと視線をやると目に入ってくるのは、小さなあず
まやのある高台から流れ落ちる滝、奇岩が浮かぶ湖。朽ちかけた木の橋がその上にかかり、湖の彼方に
は古代風の建築物が散在しています。いかにも自然の風景のように見えますが、ここは18世紀の末、
人工的に造られたラボルド侯爵の庭園「メレヴィル庭園」。パリから南に50キロメートルほど離れた
場所にあり、現在は文化遺産として管理されています。「メレヴィル庭園」のデザインを手がけたのは、
この作品を描いた本人である画家ユベール・ロベール。古代遺跡のあるイタリア風景を描くのが得意
で、「廃墟のロベール」と呼ばれています。古代風の建築物や、打ち捨てられたような木の橋やあずまや
が変化に富んだ景観に効果的に配されたこの作品からは、造園家としての、そして、画家としての
「廃墟のロベール」ぶりが十二分にうかがえます。

ユベール・ロベール
《メレヴィル庭園の眺め》

ユベール・ロベール (1733-1808）
《メレヴィル庭園の眺め》 制作年不詳  油彩、キャンヴァス

エリザベト・ルイーズ・ヴィジェ＝ルブラン
《リラを弾く女性》1804 年
ヤマザキマザック美術館

所蔵作品ご紹介

地下鉄東山線「新栄町」駅下車 /1番出口直結 URL : http://www.mazak-art.com

〒461-0004  愛知県名古屋市東区葵 1-19-30
TEL : 052-937-3737 / FAX : 052-937-3789
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もっと知りたい
名画の世界

　ヤマザキマザック美術館は、国内では目にすることの少ない18世紀ロココ時代の絵画を所蔵し
ています。そして19世紀から20世紀に至るフランス絵画300年の歴史を一望するコレクション、
さらに19世紀末にフランスで花開いたアール・ヌーヴォーの家具やガラス作品を、壁布やシャンデ
リアなど往時のサロンを彷彿とさせるしつらえを施した部屋に展示しています。本展では、17世紀
後半のロココ黎明期から20世紀初頭に描かれた絵画を、化粧道具やファッション・プレート等と
ともに展示します。服装や髪型は、時 の々風俗、思想、そして歴史の流れをうつしだす鏡でもあります。
名画の絵解きを楽しみながら、ヨーロッパのよそおいの200年を心ゆくまでお楽しみください。
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